
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行：秋田市立新屋図書館 

秋田市新屋大川町12－26  ☎ 018－828－4215 

https://www.city.akita.lg.jp/kurashi/shakai-shogai/1008469/1008848 

２月のおはなし会 

講 師：小杉 栄次郎氏 （秋田公立美術大学教授） 

石山 友美氏 （秋田公立美術大学准教授） 

申込み：2 月 16 日（金）午前１０時から 

電話（828-4215）またはカウンターで 

受付開始  

 

２月３日（土）１４：００～１４：３０ 
 

おには そと 
 

～絵本・手遊び～ 

（おはなしのへや・幼児～小学生） 

 

２月２０日（火）１０：３０～１０：５０ 
 

親子で遊びましょう 
 

～わらべうた・ふれあい遊び～ 

（おはなしのへや・赤ちゃん～） 

秋田 8 ㍉フィルム・アンソロジーとの共同事業として、新屋に焦点を当てたイベントを開催！ 

昭和 30 年代から昭和 60 年代までの街の変化や、旧黄金井酒造の記録映像をピックアップ！ 

過去を通し現在を経て、そして未来の新屋地区について考えてみませんか？ 

日 時：2 月 23 日（金・祝） 

午後１時３０分から 3 時まで 

場 所：新屋図書館 研修室 

参加費：無料 

定 員：先着２０名 

市立図書館では、地域の企業様から雑誌を寄贈していただく制度を実施しています。 
 

２０２３年１２月より、新屋図書館のスポンサー雑誌コーナーをリニューアルしました！ 

今まで新屋図書館に無く、今冬から新規受入された雑誌もあります！ 

是非チェックしてみて下さいね♪ 

ご存知ですか？“スポンサー雑誌コーナー” 

８㍉フィルム上映＋トークイベント 

新屋地区のこれまでとこれから 



 

 
 
 
 
 
 

はじめてでもそのまま使える 手話会話フレーズ２２８ 
鈴木 隆子／監修 
池田書店  請求記号 ８０１．９２  （ 手話 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「サイバーセキュリティ、マジわからん」 
と思ったときに読む本 

大久保 隆夫／著 
オーム社 請求記号 ００７．３７  （ インターネット ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私の生理のしまい方 
原 あいみ／著  関口 由紀／監修 
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 請求記号 ４９５．１３  （ 更年期 ） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひと粒のチョコレートに 
佐藤 清隆／文  ｊｕｎａｉｄａ／絵  
福音館書店  請求記号 ５８  （ 食品 ） ※小学校中学年から 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

ダークにミルクにホワイトと様々な味を楽しめるチョコレート。口の

中に入れると、あっという間にとけてしまうチョコレートですが、ここ

に至るまでなんと一万年近い時間がかかっているのです。この本を読ん

で、奥深いチョコレートの世界を味わってみましょう。 

新 刊 案 内 
 

 本書には、語順等が異なる「日本手話」と「日本語対応手話」の２種

類が、鏡写しのイラストで分かりやすく解説されています。日常の会話

だけではなくＳＮＳやインターネットに関する会話表現なども掲載され

ており、様々な場面ですぐに使うことができます。 

 思うように動かない体、突然爆発する怒り。それらは閉経のサインか

も？本書は、閉経前後に心と体のバランスを崩した９人の女性の実体験

を漫画で紹介。仕事と家事を抱えつつも辛い時期を上手く乗り切る方法

とは？更年期・閉経を前向きに考えることができるヒントが満載です。 

 インターネットを利用している人は、常にサイバー攻撃の脅威に晒さ

れるリスクを抱えています。本書は、仕事や勉強でパソコンを使用して

いる人に向け、サイバー攻撃による被害事例やその手口、サイバーセキ

ュリティの基本などをやさしく解説しています。 



 
 
 
 
 
 
 
 

書   名   噓ばっかり 
 

著 者 名  ジェフリー・アーチャー／著  戸田 裕之／訳 

出 版 社  新潮社 

所   蔵  新屋 

請求記号 ９３３ア （ 海外文学 ） 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書   名  書籍修繕という仕事 
   刻まれた記憶、思い出、物語の守り手として生きる 
 

著 者 名  ジェヨン／著、牧野 美加／訳 

出 版 社  原書房 

所   蔵    明徳、土崎 

請求記号 ０２２.８０ （ 製本業 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図書館員のおすすめ本 

 本を買うと、「うっかり汚してしまうのがい

やだ！」と神経質になり、一回読んだあとは、

日除けの布を掛けた本棚や日の当たらないベッ

ドの下の引き出しにしまいこんでしまいます。

こうすると、たしかに本はきれいな状態で保管

できるのですが、目につきにくい場所なために

「もう一度手に取って読み返す」という機会が

減ってしまい、それはそれでなんだかもったい

ないことに…。 
 今回紹介するのは、「書籍修繕」を生業とす 

る職人・ジェヨンさんが、ソウルにある自分の

店に持ち込まれ、生まれ変わらせた２３冊につ

いてつづった本です。持ち主とたくさんの時間

を過ごし、「まだこの本と一緒にいたい！」と

ジェヨンさんの店へ持ち込まれた本たちを見て

いると、「この本たちと、数度しか開かれずピ

カピカでいる本、どっちが幸せなんだろう…」

とついつい考えこんでしまいます。 
 家の本棚に眠っている本たち、もう一度読み

返してみようかな…。 

 「ケインとアベル」「ゴッホは欺く」の作品

で知られる英国文学界の巨匠、ジェフリー・ア

ーチャー。長編小説作家のイメージがあります

が、いくつかの短編集が刊行されています。そ

の中でも、私が最も秀逸だと思うのがこの一

冊。一編一編の完成度が高く、どの作品にも著

者の豊富な経験や知識がちりばめられています。 

 なかでも、「だれが町長を殺したか？」は、

犯行を自白する５１人もの町民達が刑事の前に

現れるという奇抜かつ意外な展開。登場人物の

人生の機微が、著者らしい軽妙なタッチで描か

れています。そして、この短編集の最後の作品

「次作についてのお知らせ」には、思いもよら

ないトリックが…。 



 

新屋は、醸造の街。 

新屋図書館には、酒の 

資料コーナーがあります。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
  
 
 
  
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今、あなたへ … 災害を乗り越える … 

図書館員のひとりごと 

昨年の６月に新しい家族（犬）を迎え、娘と

息子、犬の３人兄弟になりました。 
息子とは兄弟というより友達感覚で激しめの

ケンカが毎日勃発しています。私が怒ると「怒

るの可哀想だからやめて！」と急に団結して、

メンズＶＳママになるのは兄弟あるあるなので

しょうか。そんなやんちゃな末っ子も眠いとき

は触って～とお腹を見せて甘えてくるのがたま

らなく可愛いんです！（見た目はもののけ姫に

出てくる山犬）愛おしい！ 
よく食べよく遊びすくすく成長してね。と母

の願いです。ケンカはほどほどに…。一番の願

いです。              （Ｍ） 

 実家の犬がとってもかわいい話をします！ 

レインコートを着て散歩する犬、雪の積もっ

た公園をラッセルしながら開拓する犬、おやつ

をもらえると思って笑顔になる犬、開いた手の

平におやつがなくてガッカリする犬、首の周り

を撫でられてウトウトする犬、犬、犬…。 

中でもとびきり最大級にかわいいのが、ふか

ふかのカーペットの上で四肢を投げ出し寝てい

る犬。いわゆる「犬が落ちてる」状態。これが

とてもかわいい。そのポテっとした寝姿のあま

りの無防備さ・愛おしさに「一生守ってやるか

らな…！」と、もはや何度目か分からぬ誓いを

立てました。            （Ｓ） 

元日に発生した能登半島地震への対応が、今も続いています。ニュー

スで流れる被災地の様子に胸を痛めながらも、あらためて防災について

考えた、という方も多いのではないでしょうか。今月は、図書館に所蔵

されている防災についての本をご紹介します。 

『自衛隊防災ＢＯＯＫ』『自衛隊防災ＢＯＯＫ２』（自衛隊・防衛相

／協力、マガジンハウス）には、危機対応のプロ・自衛隊直伝のテクニ

ックやアイデアが満載。「浸水した車から脱出するには？」「交通機関

がマヒし、歩いて移動する際の心構え」など、いざというときのために

覚えておきたい知識が簡潔に紹介されています。 

『どんな災害でもイヌといっしょ』『どんな災害でもネコといっし

ょ』（德田 竜之介／監修、小学館）では、家族の一員であるペットと

ともに災害を乗り越えるにはどうすればいいのか、普段からの対策や災

害時の対応、実際にペットと被災した方の声などがわかりやすくまとめ

られています。 

【参考資料】 
秋田魁新報 

２０２３年１２月９日 

 日本人約１万人のゲノム(全遺伝子情報)を解析した結果、酒に弱い｢下戸｣と

なる遺伝子変異がある人の割合が約２万年前と約７５００年前の２段階で増え

たことがわかりました。 

 アルコールは、主に遺伝子｢ＡＤＨ１Ｂ｣の働きでアセトアルデヒトという物

質に変換され、さらに遺伝子｢ＡＬＤＨ２｣の働きで分解されますが、日本人は

このふたつの遺伝子の変異による下戸の人が多いとされています。今回の研究

を行ったチームは、５か所の国立高度専門医療研究センターで保管されている

９８５０人分のゲノムを解析。その結果、ＡＤＨ１Ｂの変異は約２万年前に、

ＡＬＤＨ２の変異は約７５００年前に増え始めたと推定されました。日本人の

祖先にあたる集団の人数変動も分析し、ゲノム解析を使えば、日本人の起源な

どの謎解きにも役立つとのこと。さらに、今回の解析結果は、がんや難病、希

少疾患の研究の基礎的なデータとして使われるそうです。 

記事になったお酒の話題あれこれ …下戸の日本人が増えた？… 


